
Ｈ
Ｓ
Ｋ
　
毎
月
十
二
回
（一
・
三
・五
・八
・十
・
十
三
・十
五
・
十
八
・二
十
・
二
十
三
・二
十
五
・二
十
八
日
）発
行

一
九
九
四
年
八
月
四
日
　
第
三
種
郵
便
物
承
認

 第三種郵便物承認　ＨＳＫ（遊ぼうよＮｏ．80）　通巻4259号　2016年3月8日発行

－１－

「あったまろうね」（草島昇さん作）
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NEC 難病コミュニケーション支援 特別企画＜報告＞ 

（会場：富山県総合福祉会館サンシップとやま 701 号室にて） 

 

Ⅰ.講演会＆座談会（12 月 19 日(土)） 

佐藤伸彦さん（ものがたり診療所・所長）と川口有美子さん（日本 ALS 協

会理事）の講演と対談がありました。佐藤さんから曲とビデオを取り入れな

がら、診療所に来られる人たちや往診に行っている人たちのそれぞれの生き

てこられた中に、様々な出来事・思い出を持っておられること。人それぞれ

に人生を歩んできたように、人それぞれに物語があること。年を取って出会

ったけど、その人には今まで生きてこられた様々な物語があり、様々なこと

を刻んできた物語を持った人生があること。そのことに目を向けて大切にし

て行くこと。私には、佐藤さんの話しを伺ってそう感じました。 

 川口さんのお話は、お母さんがＡＬＳの病気で看病を通してこられたこと。

同じ看病をしておられた姉妹の方と思いや感じ方の違いを話されていまし

た。また、お母さんのことを通して現在やっておられる「さくら会」を作ら

れてきた経過、そして全国のＡＬＳ患者さんの支援へと活動の輪を広げてこ

られたことが話されました。 

 対談は、会場からの発言も交えながら進められました。約 70 人の方の参

加頂きました。参加者の中には、ＡＬＳの方や障害を持たれた方、作業療法

士、訪問看護師、ヘルパーさん、障害児の親、病院関係者の方々にご参加頂

きました。 

 

Ⅱ.難病コミュニケーション支援講座（12月 20 日(日)） 

 この日は、具体的にコミュ二ケーションツールやソフトを利用した講座が

1日行われました。最初は透明な文字盤を使って眼の視線があった文字をひ

ろいながら会話をしていくツールです。 

 また、よく使われているパソコンで使用するソフトの「伝の心」や「オペ

レートナビ」についての体験講座がありました。さらに、「レッツ・チャッ

ト」というものや iPad・iPhone などのスイッチ操作などがありました。今

回は、視線入力の出来るパソコンもありました。WINDOWS で使えるフリーソ
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フト「ハーティー ラダー」（http://takaki.la.coocan.jp/hearty/）という

ものも紹介されました。 

 私自身、関心を持ったのは iPad・iPhone などのスイッチ操作でした。も

うすでにそんなことをするための機能があることに驚きました。Bluetooth

で接続して押ボタンを押すとアイコンを一つ一つ動いていき、押すとアイコ

ンが開くことができます。でも、そうした接続機器がなくても、ある設定を

すれば画面のどこでもタッチすれば同じように動くことも知りました。確か

OS が IOS7 からだったと思います。さらに、iPad 用のトーキングエイドもあ

ります。これは、少し高いのですが、わりと使いやすいです。また視線入力

は、顔の動く私にとってなかなか難しい物でした。確か価格が１００万円台

だったと思います。 

 この日は、約 30 名の方が参加されました。作業療法士の方、障害者の方、

障害児を待たれた親の人たちがおられました。 

 

＜まとめ＞ 

 数年前にも、同じ企画をＮＰＯ法人ＩＣＴ救助隊の方々と開催させていた

だきました。日進月歩確実に進んでいる IT 機器の技術があることを知らさ

れました。ホームページ（http://www.ictrt.sactown.jp/）です。また選択

肢も増えてきたように思います。 

 今回は、以下の共催と協力で行うことが出来ました。 

（共催：ＮＰＯ法人自立生活支援センター富山・ＮＰＯ法人ＩＣＴ救助隊・

協賛：ＮＥＣ ＣＳＲ 社会貢献室・協力：医療法人社団ナラティブホーム・

ＮＰＯ法人ＡＬＳサポートセンターさくら会｛進行したＡＬＳ患者等を含む

障害者のコミュニケーション支援機器開発｝班） 
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富山市役所

自立生活体験室

富山市内

高志ワークホーム

障害者福祉センター

りーぶる事務所

富山大学

富山県民会館

りーぶる事務所

高志ライフケアホーム

富山市内

富山市内自宅

富山市内

高志支援学校

りーぶる事務所

富山市内

富山市内

富山市内

富山市内自宅

りーぶる事務所

りーぶる事務所

高志ワークホーム

高志ライフケアホーム

障害者プラザ

りーぶる事務所

サンシップとやま

１１月　６日(金)

１１月　６日(金)

１１月１０日(火)

１１月１０日(火)

１１月１０日(火)

１１月１２日(木)

１１月１３日(金)

１１月１７日(火)

１１月２０日(金)

１１月２５日(水)

１１月２９日(日)

１２月　１日(火)

１２月　３日(木)

１２月　４日(金)

１２月　４日(金)

１２月　４日(金)

１２月　７日(月)

１２月　８日(火)

１２月　９日(水)

１２月　９日(水)

１２月１１日(金)

１２月１４日(月)

１２月１５日(火)

１２月１６日(水)

１２月１６日(水)

１２月１８日(金)

１２月１９日(土)

　　～２０日(日)

自立生活支援センター富山の主な動き

富山障害福祉課会議出席

自立生活体験

送迎

出張ピアカン開催

事業者連絡会

事務局会議

富大講義

現任研修出席

事務局会議

出張ピアカン開催

送迎

地域生活支援ワーキング出席

担当者会議出席

送迎

進路講話出席

事務局会議

送迎

送迎

送迎

ケア会議開催

事務局会議

ケア会議開催

出張ピアカン開催

出張ピアカン開催

相談支援ワーキング出席

事務局会議

ＮＥＣ難病コミュニケーション支援特別企画

｢講演＆座談会･難病コミュニケーション支援講座｣開催

(ＮＰＯ法人ＩＣＴ救助隊共催)

〈この間の活動報告〉

－４－
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富山市内

富山市内

富山市内

富山市内

富山市内

りーぶる事務所

高志リハビリテーション病院

障害者プラザ

障害者プラザ

富山市内

高志ワークホーム

高志ライフケアホーム

りーぶる事務所

障害者プラザ

りーぶる事務所

りーぶる事務所

りーぶる事務所

富山市中央保健福祉センター

１２月２０日(日)

１２月２１日(月)

１２月２３日(水)

１２月２８日(月)

　１月　５日(火)

　１月　６日(水)

　１月　８日(金)

　１月１４日(金)

　１月１４日(金)

　１月１８日(月)

　１月１９日(火)

　１月２０日(水)

　１月２２日(金)

　１月２６日(火)

　１月２７日(水)

　１月２７日(水)

　１月２７日(水)

　１月２９日(金)

送迎

送迎

送迎

送迎

送迎

事務局会議

カンファレンス出席

専門ワーキング出席

相談支援ワーキング出席

送迎

出張ピアカン開催

出張ピアカン開催

事務局会議

グループスーパービジョン出席

ケア会議開催

事務局会議

ケア会議開催

他職種連携情報交換会

※写真はNEC難病コミュニケーション支援特別企画会場にて

－５－
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文
責
　
八
島
）

聞いてみよう
昔ながらのパンってどうやって作るの？

＊　富山生きる場センター活動報告　＊

　２月４日、NHK歳末たすけあい義援金を得て交流会＆学習会「昔ながらの
パンってどうやって作るの？」を当センターで開催しました。
　高岡市西田のパン屋さん「パン工房ブレッド」のご主人を講師に招き、長く
パン職人をやってこれらた経験から捜し物をやめて、あるもので作るようにな
ったそうです。また希少価値を求めず、自分の手元に縁あってきた材料を生
かしてパン作りをするようになった。人間一人ができることはたかが知れている
から、縁のある人の力になれる・力になってくれる人間関係を大事にしている
というお話でした。
　毎日、パンを作っていても状態は毎日変わるので、｢こねる｣時のみきわめが
大事、パンにとって一番良い状態は何か、パンの気持ちにはなれないから難
しく、これだというものをつくったことがまだないとも言われました。
　楽しい雰囲気で、最後に皆でパンをいただきました。機会があれば高岡のお
店まで行ってみたいものです。（文責　田中）
　
　


